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と水分含量に及ぼす影響
○加地 隆, 田中 大
弘前大 ･第二解剖

ラット乳仔松果体が充分なメラトニン産生能を示すのは生
後15日以後であり､それ以前は母親から胎盤やミルクを介し
て胎仔や乳仔へ移行するメラトニンが､肝での代謝もされ難
く､ある程度の作用を胎仔や乳仔に及ぼす可能性が考えられ
る｡本研究では､母親 伽 に対する松果体除去 (P王)･メラト
ニン投与が仔の発達に及ぼす影菅を特に脳との関係で検索し
た｡恒温 (23±31)､24時間明暗周期 (明期07:00-19:00)下で
飼育した正常肘0)･手術対照 (S王)･Pヱ雌牲ラット(N=3,3,7)
と正常雄性ラットを繰り返し交配し､その仔を各々NO一虹群,
S王-僻 .P王-姐群として計渦に用いた｡ 生後15日期でNO-N群 ･
SエーH群及び#4と名付けたP王-Nの仔を除くP王-N群では体重､
脳の絶対重量は雄性で雌性よりも高値を示したが､脳の相対
重量卓血g/gBV)に雌雄差は見られず､又､PエーH群と対席群の
各重量草間に有意差は見られなかった｡しかし#4のP王-僻
では､脳の耗対重量 ･相対重量卓は雄性で雌牲より高い傾向
が見られ (P〈O.10,P〈0.20)､対照群よりも体重 ･脳鵜対重
量は艦値 (P〈O.001,P〈O.005)､脳相対重量は高値を示す頼向
が見られた(P〈O.20)｡ 又､仔数は通常 (雄 :雌-1:1)よ
りも雄性の方が多かった (1:0.65)｡出生直後より15日間
メラトニン(10川/皿1)添加飲料水を母親に与え､ 生後15日期
で軸定した脳の水分含量は､(P三十岨IHEL群でPエー僻 よりも有
意の高値を示した(P〈O.05)が､Sエーは群とPエー虻群との間に有意
差はなかった｡括毒 :以上の予備実験の結果は､通常の場合
母ラットの松果体ホルモンが生後早期の仔の脳重量 ･水分含
量に及ぼす影響は小さいが､ある種の条件下では影響が薪在
化し得る事を示す｡
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